
中学生が自衛隊の職場体験

こ
の
職
場
体
験
は
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
目
的
を
学
び
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的

見
学
な
ど
を
行
い
、
航
空
基
地
に
お
け
る
業
務
を
体
験
し
た
。

自
衛
隊
の
業
務
や
生
活
を
学
ん
だ
。

験
、
手
信
号
を
用
い
た
連
絡
機
「
Ｌ
Ｃ
ー
９
０
」
の
始
動
・
誘
導
、
輸
送
機
「
Ｃ
ー
１
３
０
Ｒ
」
の
機
内

の
職
場
体
験
を
支
援
し
た
。

現
場
で
実
際
の
仕
事
を
体
験
し
た
。

歴
史
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
習
や
、
勤
務
・
生
活
隊
舎
の
見
学
な
ど
を
通
じ
て
、
陸
上

両
日
と
も
駐
屯
地
・
基
地
に
て
隊
員
と
同
じ
昼
食
を
喫
食
し
た
が
、
偶
然
に
も
メ
ニ
ュ
ー
は
い
ず
れ
も

れ
、
自
衛
隊
と
い
う
職
業
を
知
る
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

援
し
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
と
関
心
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

相
模
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
地
域
、
学
校
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
職
場
体
験
を
積
極
的
に
支

（
木
）
お
よ
び
６
日
（
金
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
東
海
大
学
付
属
相
模
高
等
学
校
中
等
部
３
年
生
６
名

５
日
は
陸
上
自
衛
隊
座
間
駐
屯
地
を
訪
問
。
昭
和
天
皇
が
行
幸
さ
れ
た
際
に
命
名
さ
れ
た
『
相
武
臺

と
し
た
同
校
の
教
育
活
動
の
一
環
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
自
衛
隊
を
は
じ
め
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
相
模
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

栗
野
晃
光
３
等
陸
佐
）
は
、
６
月
５
日

（
そ
う
ぶ
だ
い
）』
の
碑
や
、
戦
時
中
に
天
皇
陛
下
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
防
空
壕
を
見
学
し
、
駐
屯
地
の

６
日
は
海
上
自
衛
隊
厚
木
航
空
基
地
に
お
い
て
、
航
空
機
の
進
入
許
可
を
行
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
「
味
が
少
し
違
う
」「
ど
ち
ら
も
お
い
し
い
」
と
話
し
な
が
ら
食

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
日
常
生
活
で
も
役
立
ち
そ
う
で
参
考
に
な
っ
た
」、「
生

べ
比
べ
を
楽
し
ん
で
い
た
。

活
隊
舎
は
、
設
備
が
整
っ
て
い
て
清
潔
感
が
あ
り
驚
い
た
」、「
航
空
基
地
が
防
衛
や
災
害
派
遣
、
国
際
平

和
協
力
活
動
な
ど
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

自衛隊神奈川地方協力本部

カレーの食べ比べも

ロープワーク体験（座間）

相武臺碑の前で（座間）

手信号体験（厚木）

Ｃ－１３０Ｒの前で（厚木）

体験喫食（左：座間、右：厚木）


